
〈 派 遣 報 告 書 〉 
2023/4/23 

報告者 ⽯⾕ 祐貴 
 

⒈ ⼤会名 第７７回南九州四県対抗バスケットボール選⼿権⼤会 
 
⒉ 期 ⽇ 令和５年４⽉２２⽇（⼟）・２３⽇（⽇） 

 
⒊ 会 場 男⼦会場：⼭⿅市カルチャースポーツセンター（⼭⿅市熊⼊町４１６） 

  ⼥⼦会場：⿅本体育館（⼭⿅市⿅本町来⺠７２２） 
 

⒋ 派遣社 上⼭ 正智・⼭中 萌⾐・⾕⼭ 広樹・⽯⾕ 祐貴 
      ⼤村⾕ 菜々・坂之上 拓也・⽇⾼ 煌我（以上７名） 
 
⒌ 担当試合 

  【２２⽇】⼥⼦ 
① ⼤分（⼤分１） ― ⿅児島（⿅児島１） 

  C C：⻄村 かおり〈熊本〉U１：徳丸 昴〈熊本〉U２：⽯⾕ 
② ⿅児島（⿅児島１） ― 慶誠（熊本１） 

  C C：岩尾 圭治〈熊本〉U１：中屋敷 ⼤〈⼤分〉U２：⽯⾕ 
【２３⽇】⼥⼦ 

③ 熊本国府（熊本２） ― 明豊（⼤分２） 
  C C：⾕⼭ 広樹〈⿅児島〉U１：⽯⾕ U２：本間 翔⼤郎〈宮崎〉 
 

⒍ ゲーム 
① ⼤分（⼤分１） ― ⿅児島（⿅児島１） 

P G C に関しては新ルール・両チームの情報についての確認を⾏なった。 
ゲームの反省としては早い展開でバスケットを繰り広げていたが遅れることなく現場に⻑く⽬を当て
ることができた。その中でも⼤分のステップに中々クルーで整理することが出来ずに１試合が終わっ
てしまった。反省会でもギャザーの部分をどう判断していたかの話が出てもう少し取り上げてもよか
った部分であった。 
① スタート 

 
② ギャザー 



 

③ １歩⽬ 

 

④ ２歩⽬ 

 
３歩⽬ 

 

違和感はあってがノーコールにしてしまっている。シュートが決まっておらず⿊ボールにはなった
が、取り上げておきたかった場⾯でした。 
 



② ⿅児島（⿅児島１） ― 慶誠（熊本１） 
留学⽣がいるチームでリバウンド・ポストの部分がキーになるゲームになった。その中でリバウンド
争いで無理やりポジション取があった。⽯⾕ Lで悩んでしまい鳴らすことが出来ず Tがエンドの部
分でDfのファールを取り上げた。映像で確認したら明らかにOfが無理やりポジションを取ってい
た。悩まずコールするべきと反省。 

 

 

 
 

③ 熊本国府（熊本２） ― 明豊（⼤分２） 
テンポセットの部分でお互いの悪い⼿をクルーで判定していい⼊りが出来たと思った。その中で事実
はあるが影響がないものまで取り上げていてベンチからのアピールもありましたが、前半を終えてク
ルーでその部分をコミニュケーションをとり後半はしっかり明らかなものを取り上げることが出来
た。その中でポジションアジャストが出来てなくシリンダーを犯しているのをコールすることが出来
なかった。 



 

 

 
⒎ 感 想 
今回、２回⽬の県外派遣に参加させていただきました。各県審判員の皆様、並びに⼤会関係者、選⼿・コ
ーチ⽅々に⼤変お世話になりました。たくさんの学びや刺激があった⼤会になりました。県外審判員の
⽅々とコミュニケーションを取らせていただき、考え⽅や⾒⽅など様々なことを吸収できた⼤会になりま
した。すぐに取り⼊れられそうなことが多かったので県内で意識して取り⼊れていきたいと思います。 
今回、学ばせて頂いた経験を少しでも県内での⼤会で還元していきたいと思います。また、半年もすれば
国体がありますので、まず国体に⽴てられるよう頑張っていきます。 
派遣して頂いた⿅児島県バスケットボール協会をはじめ、原⽥審判⻑並び、各カテゴリー⻑の⽅々に深く
お礼申し上げます。ありがとうございました。 
 
以上、ご報告とさせていただきます。 


